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1 ，は じめに

　大気中の 多環芳香族炭化 水素（PAH ）は 、 人体に悪影響を及ぼすの で 1可能であれ ば NOx と

鬧様 に 除去するほ うが よい
。 本研究で は 、 光触媒 を用い る処理 装置で大気 中の PAH を無害化

で きるか 否か を確か めるため 、 気体の PAH お よび 大気粒 子 に吸着した PAH の 光触媒 （Tio2）分

解を想定した 基礎実験を行っ た。

2 ，実験方法

　Tio2 として 、 粉末状の P25（日本 ア エ ロ ジル ）を用い た 。 気 体 の PAH に つ い て は 、

一
定量

の PAH 　s を Tio2 に 吸着 させ て 、 また大気粒 子 に 吸着 した PAH につ い て は 、　PAH を含む

デ ィ
ーゼル 排 出粒 子（NlsT 　sRM1650 ）を Tio2に混合 し て 光分解試 料を調製 した

。　Tio2 へ の

PAH 吸着量は 0．3−5．2 μ g／g 、 排 出粒子の 混合害1∬合は 4．8％ （PAH濃度 ：0．05−3。5 μ g／g）と

した 。 試料の 光照射 は 、 ソ
ー

ラ
ー

シ ュ ミ レ ー タ
ー

（50mW ／cm2）の 試 料位置に試 料約 0．1g

を 5　 Ol の ガ ラス 容器に 厚 さ 1  以 内に なる よ うに 広 げ、　O−3 時問行 っ た 。 光照射 に よる

P1田 濃度の 変化 は、溶媒抽 出お よび ク リ
ー

ン ナ ッ プ の 後 、
　HPLC分析 して 求め た 。

3 。結果 と考 察

　PAH 吸着試料お よび デ ィ
ーゼ ル 排 出粒子 混合試料に つ い て得 られ た 、光照射前後 の 多

環 芳香族 フ ラ ク シ ョ ン の HPLC ク ロ マ トグラム （275皿 1 励起 、 382   蛍光検出）を 、 図 1 に

示 す 。 PAH 吸着試料（PAH ／TiO2）の 場合 、 15 分 の 光照射（b ）で す で に 4 お よび 5 環成 分 の

ピー
クが 著 し く減衰 し 、 急 速 に 光分解 が進 ん だ 。

フ ェ ナ ン トレ ン の 分解は 遅か っ た 。

一

方 、 デ ィ
ーゼ ル 排出粒 子 混合試 料（DEP ／TiO2）で は ， 180 分の 光照射の 後（d）で も ピ ー ク の 強

度が衰 えず 、光分解がほ とん ど進 まなか っ た 。 後者の 場合 、粒 子 中の PAH と Tio2 との 接

触が充分行 われ ない た め 、 分解 が起 こ り難い と考 え る 。 本結果 よ り 、 気体の 分解の 可能

性 は高い が 、 粒子 中の PへH に つ い て は 、 接触効率 を高め る工 夫が必 要で あ る と言 え る。
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1：Phenanthrene

2：Pyrene

．3：Benzo［a］anth エacene

4：Chrysene

5：Benzo ［a］pyrene
6：Dibenzo［a，h］−

　 　 　 　 anthracene

7：Benzo［ghi］perylene

図 1　光照射前後の 多環芳香族 フ ラク シ ョ ン の HPLC ク ロ マ トグ ラム
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